
昨
年
秋
の
お
披
露
目
以
来
、
一
八
〇
〇
年
の
眠
り

か
ら
目
覚
め
た
青
谷
上
寺
朗
が
世
間
を
騒
が
せ
て

い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
メ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は

「
知
り
合
い
に
そ
っ
く
り
！
」「
身
近
に
い
そ
う
」
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
と
共
に
、「
青
谷
上
寺
朗
に
会
い

た
い
！
」
と
い
う
た
く
さ
ん
の
声
が
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
青
谷
上
寺
朗
が
出
土
品
な
ど
を
携
え
、
県
外
の
博
物
館
を
尋
ね
て

青
谷
上
寺
地
遺
跡
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「「
青
谷
弥
生
人
」
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
青
谷
上
寺
朗
の
出
張
先
は
、
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博

物
館
（
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
）
と
愛
媛
県
立
歴
史
文
化
博
物
館

（
七
月
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
）
で
す
。

今
年
の
五
月
に
、
青
谷
上
寺
朗
の
そ
っ
く
り
さ
ん
十
名
が
青
谷
町
に
集
い
、

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る
「
青
谷
弥
生
人
そ
っ
く
り
さ
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
」
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
そ
の
模
様
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
同
時
配
信
さ
れ
、
青
谷
上
寺

朗
と
そ
っ
く
り
さ
ん
が
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
弥
生
文
化
博
物
館
で
の

公
開
最
終
日
に
は
、
関
西
在
住
の
そ
っ
く
り
さ
ん
、
服
部
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、

中
川
さ
ん
、
春
日
さ
ん
の
四
名
が
登
場
。
来
館
者
と
一
緒
に
青
谷
上
寺
朗
を
囲

ん
で
写
真
撮
影
を
行
う
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

秋
に
は
愛
知
県
に
も
出
張
す
る
予
定
で
す
。
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
る
か
楽

し
み
で
す
！
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今
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
展
示
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
の
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
写
真
左
側
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
で
は
木

造
の
木
組
み
が
、
右
側
の
重
要
文
化
財
棟

で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
工
事
が
進

み
、
建
物
の
形
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

史
跡
公
園
部
分
で
も
、
弥
生
時
代
の
地

形
を
復
元
す
る
造
成
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
来
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
！

　

六
月
二
日
と
九
日
の
二
日
間
、
青
谷
高
校

の
「
弥
生
文
化
探
究
」
コ
ー
ス
の
授
業
で
、

生
徒
と
一
緒
に
弥
生
土
器
を
つ
く
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
コ
ー
ス
を
専
攻
す
る
九
名
の

三
年
生
で
す
。　

　

初
め
に
青
谷
上
寺
地
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

弥
生
土
器
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
、
土
器

の
形
や
表
面
の
模
様
な
ど
を
確
認
し
た
後
、

材
料
の
陶
芸
用
粘
土
を
紐
状
に
伸
ば
し
て
か

ら
積
み
上
げ
、
丁
寧
に
つ
な
ぎ
目
を
消
し
な

が
ら
土
器
の
形
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

水
分
の
多
い
粘
土
を
使
用
す
る
た
め
、
乾
か
し
な
が
ら
二
日
に
分
け
て
実
施
。

初
日
は
胴
体
の
部
分
を
制
作
し
、
二
日
目
は
土
器
の
表
面
を
へ
ら
で
削
っ
て
薄
く

す
る
と
と
も
に
、
縁
の
部
分
を
制
作
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
土
器
づ
く
り
が
初
め

て
の
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
全
員
が
見
事
な
弥
生
土
器
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
制
作
し
た
土
器
は
、三
ヶ
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
た
後
に
野
焼
き
で
焼
き
上
げ
、

十
二
月
に
古
代
米
の
炊
飯
体
験
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

青
谷
上
寺
朗
が
県
外
に
出
張
し
ま
し
た
！

青
谷
高
校
の
「
弥
生
文
化
探
究
」
コ
ー
ス
で
弥
生

土
器
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
！

展
示
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
！

　６月15日、遺跡地内の体験水田で、青谷小学校の５年
生と青谷高校２・３年生の皆さんが地元の方 と々一緒に古代
米の田植えを行いました。素足で田植えを行うという新鮮な
体験にはしゃぎながらも、皆さんが丁寧に苗を植え付けてい
ました。

遺
跡
地
内
で
古
代
米
の
田
植
え
を
行
い

ま
し
た

来館者も青谷上寺朗のお面を付けて大集合
（大阪府立弥生文化博物館）

愛媛県立歴史文化博物館での展示の様子


